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菊及びマー･ガレットの耐寒性について
　　　　　’　　松　　浦　　正　　視
　　　　　　　　　　（高知大学農学部）
M. MATUURA ； On the resistanceof chrysanthemum and
　　　　　‘　margueriteto１０ｗtemperature.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　言
　筆者等は剪にスヰートピー，碗豆及びその他の作物の耐寒性について報告しにが，引萄き菊及び
マーガレット,について，実験を行っすこので，ここに報告し7こい．　　　　　　　▽
’本研究を行うに当り御教示と御校閲を賜わっ7二本学教授井上重陽|専＝ﾋ及び山崎教授に対し，深く
感謝の意を表する．
　　　　　　　　　　　　　　　　実験材料及び方法
　供試材料としてーマーガレットは白花種を用い，菊は次の15品種を用い7こ．
　新東亜，黄東亜，デセンバー午ング，土佐寒菊，富士の高嶺，ラスター，玉織姫，四季の光，瑞
一雲，０Ｈレット，ボイス，新君ケ代，岡山平和，末済，大判．　　　　　　　　　　二‘
　菊は參至芽の15糎前後に仲長しすこものを刑い，マーガレットは10月，３寸鉢に定植し7こ挿木苗を
使用しすこ．何れもガラス室内に入れて栽埓管理を行っfこ．耐寒性の実験は1954年３月中旬より３月
上旬に亘って，供試材料の第３～５葉を用いて行っ7こ．凍害の検定は供試材料を所定温度に保っすこ
縦気低温恒温器に入れ，一定時間後取出して調査し友:.肯電気低温恒温器内の,温度の変死を防ぐ焉
に，内部に銅製の箱を入れ，その内に供試材料を入れて行っすこ．
　　　　　　　　　　　　　　　　実験結果及び考察
（Ｉ）．菊の耐寒性について．
　以上の方法で岡山平和について行っすこ成績は第１表及び第１図の通ｂである．
　　　　　　　　　　　　　第１表　菊（岡山平和）の凍害試験成績
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備考　士印は検定時，凍結せるもその後融解してもとえもどつたもの．
　　　　　　　　　　　　第１図　菊及びマ'７ガレツトの凍害曲線
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　－9°Ｃに於ては平均５分にて凍害を受卵こが，－4°Ｃ ;こ於ては24時間処理後，取出し7こ時には，
一部凍結を認め了こが，その後徐心こ融解して，もとえもどってしまっ7こ．即ちその程度では細胞阻
隙に於ては凍結を起しているが，細胞内の腕水不充分の埓細胞は恂枯死するに至らす処理後，冷蔵．
庫から収出す事によって，細胞間隙の氷炉融解.して，もとえもどっ7こものと考えられる．又－5°Ｃ，
に於ては２時間前後にて凍害を受け7こ．
　更に15品種を用いて品種間に於ける闘塞性の強弱を嶮し7こ結果は第２表の通りである．
　　　　第2表　菊品種の凍害試験成績(-8°Ｃ)
ムヘjl゛しごし|言jlyもゴもﾚ1
~30 31
黄　　東　　亜
新　　東　　亜
７゛センバーキング?????????????
－５
－４
－３
－２
　佐　寒
士の高
　ス　タ
　　眼
季　の
Ｈ　レ､ツ
　　ィ
君　ヶ
山　平
穣
｛??????????
拝十
42分
35
28・
28
25
25
25
22
18
18
18
15 ・
15 ･j
15
15
23
　最も耐寒性の強かつ7二のは黄東亜．
であり，新東亜，デセｙパーキング
及び土佐寒菊は之に次いでおり，－･
般に寒菊の系統は，比較的耐寒性が
強い．又最も耐寒性の弱かつ7二のは
新君ケ代，岡山不和，末演及び大判．
である．
（Ｄ．マーガレットの耐寒性につい
　　　て”
　マーガレットの耐塞性を嶮し7こ紺
果は第３表及び第１図の通りである..
　マーガレットは－8°Ｃに於て平均
５分，－3°Ｃに於ては３時間で凍害
第３表　－－ガレツトの凍害試験成績
＋＋＋
＋＋＋
＋＋
備考　士印は接定時，凍結せるも，その後融解してもとにもどつたもの．
＋
??
?
??
???
? ???
??
?
士
を受け7こ．又-2°Cに於ては斜時間処理;こより凍結を見7二炉，処理後取出して室内に放置しておく
と，徐･々に融解して，もとえもどり正常葉と変らなくなっす二．即ち菊よりは遥かに耐寒性が弱い事
炉詔められる. -2°Cに於ても24時間以上継統処理すると，ついに凍害を受けるものと考えられる
が，長時間同一温度に保つ事は困難であり，却って誤差が大きくなり，又実際問題として，１日中
の気温の変化を見ると，最低気温が－2°Ｃの場合に於ても，その極値の継続時間は極く僅かの時阻
にすぎないので，１ことえ最低温度炉－2°Ｃに降下しても直ちに凍害を受けるとは考えられず，その
継統時間に左右されるものと考えられる．　　　　　　　　　　ヽヽ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　摘　　　要
１．此の研究は菊及びマーガレットの耐寒性を知る埓に行つ7こ．
２．菊は比較的耐寒性炉強く，岡山平和は，－５ｏＣに於て２時間で凍害を受け7こ．又品種間にあり
　ては，黄東亜が.最も耐寒性強く，新君ケ代，岡山平和，末贋及び大判等は最も耐寒性が弱かつ
　7こ．
３．マーガレットは耐寒性炉弱く，－3°Ｃに於て３時間で凍害を受け, -5°Cに於ては25分で凍害
　を受け7こ．
　　　　　　　　　　　菊及びマーガレットの耐寒性にういて　（松浦）
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(昭和29年10月30日受理)
On the resistanceof low temperature
　ofchrysanthemum and marguerite.
　　Experiments ware ､carried out on the resistance of chrysanthemum and marguerite tｏ、｀
　　　　　　　　　　　　　　　　丿low temperature.
　　Theresistance t０１０ｗtemperature ｗａＳ‘measuredby the time required to cause freezing;
　　injuryon the leaves.
　　The results obtained are summarised as follows.
　　　　　　　　　　　　　　Table１０ｎ the resistance of each １０Ｗtemperature
　　　　　　　　　　　　　　ofchrysanthemum and marguerite.
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｀　Table 2 0n the chrysanthemum variety and resistance（at 8°C）
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